
別紙　１

①

②

③

④

指
定
管
理
者
コ
メ
ン
ト

・施設の厳粛性を確保し、安全性、利便性及び快適性を向上させ、利用者の立場に立った良質
なサービスの提供に努めました。
・火葬予約は、原則、予約システムを活用し、各種申請書類の確認や予約情報の照会を、効率
的かつ迅速に行い、また特定の葬祭業者または個人を優先することなく公平に行いました。
・霊柩車到着後は会葬者を待たせることなく安全に誘導し、棺運搬車に棺を載せ替える際には
丁重に扱い、利用者が滞留しないよう適切に告別室へ誘導しました。
・施設や運営に対するアンケート用紙を用意し、利用者の声を運営に反映できるように努めま
した。

施
設
所
管
課
コ
メ
ン
ト

・管理状況評価指数は計画値をクリアしている。
・アンケート調査により、利用者等の意見を把握し、適切に意見を反映させていることから本
評価とした。

評価ランク 評価指数 評価点

25 Ⅱ 0.8 20 Ⅱ 0.8 20

お手紙コーナー利用者数 35葬家/年 45葬家/年

評
価

配点
第１次評価（指定管理者評価） 第２次評価（施設所管課評価）

評価ランク 評価指数 評価点

利用者満足率（接遇）良い・やや良い 80.0% 83.7%

利用者満足率（施設）良い・やや良い 80.0% 90.7%

管
理
状
況
評
価
指
標

指標名 計画値 実績値

利用者アンケート数 20件/年 44件/年

利用者意見反映数 2件 3件

（１）平等利用の確保とサービス向上の取組み

評
価
要
素

施設の設置目的や特性に基づいた施設運営の基本方針が明文化され、職員が適切に理解し
ているか

施設予約や利用方法等について、市民の誰もが利用しやすい利便性と平等性確保の配慮が
なされているか

アンケート調査等により、利用者等の意見を把握し、運営に反映させる取組みを行ってい
るか

利用者等からの苦情や意見などに対し、適切な取組みを行っているか

指
定
管
理
者

名　　　称 栃木新斎場整備運営株式会社

所　在　地 栃木市河合町５番３号

主な業務内容

（１）栃木市新斎場整備運営事業に関する次の業務
　　①栃木市新斎場の設計・建設及び工事監理に係る業務
　　②栃木市新斎場の維持管理に関する業務
　　③栃木市新斎場の運営に関する業務
（２）前号に附帯する一切の業務

指定管理者による公の施設の管理状況評価（令和５年度分）

施
　
設

名　　　称 栃木市斎場

所　在　地 栃木市岩舟町三谷1211番地1

施設内容 火葬場
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別紙　１

①

②

③

④

指
定
管
理
者
コ
メ
ン
ト

・稼働日及び使用時間、火葬件数、使用料金はホームページ及びパンフレット等で施設案内広
報業務を行いました。
・斎場周辺美化を目的に、周辺清掃を実施し、敷地周辺の不法投棄の有無などの状況確認を行
いました。

施
設
所
管
課
コ
メ
ン
ト

・広報活動を適切に実施し、斎場周辺の清掃活動を計画値通り実施していることから、本評価
とした。

評価ランク 評価指数 評価点

20 Ⅲ 0.6 12 Ⅲ 0.6 12

評
価

配点
第１次評価（指定管理者評価） 第２次評価（施設所管課評価）

評価ランク 評価指数 評価点

斎場周辺清掃活動 3回/年 3回/年

斎場周辺清掃活動参加者数 延べ12人 延べ12人

管
理
状
況
評
価
指
標

指標名 計画値 実績値

ホームページの「お知らせ」更新回数 3回/年 6回/年

パンフレット作製 1,000部 1,000部

（２）施設の効用を最大限に発揮する取組み

評
価
要
素

施設の設置目的に基づいた事業計画通りに管理運営をしているか

広報活動等（広報紙、ケーブルＴＶ、ホームページ、ＳＮＳ等）による新規利用者の増加
に向けた、効果的な取組みを行っているか

開館時間の延長及び新規事業等による新規利用者の増加に向けた、効果的な取組みを行っ
ているか

地域住民や関係団体等との連携や協働による事業等、利用者や地域住民の満足度を高める
取組みを行っているか
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別紙　１

①

②

③

④

指
定
管
理
者
コ
メ
ン
ト

・業務に必要な電気、水道および燃料は、使用エネルギー量を運営職員が記録し、それに基づ
き統計・分析を行ってエネルギー使用量の縮減を図り、環境に配慮した効率的且つ経済的な運
営を行いました。
・運営職員による省エネ活動の取組みを行い、火葬炉運転では無駄の無い効率的な運転を行い
燃料使用量の削減を図りました。

施
設
所
管
課
コ
メ
ン
ト

・効率的に火葬炉運転を行ったことで、燃料使用量を削減できたと考えられる。
・効率的なエネルギー使用により、経費削減していることから本評価とした。

評価ランク 評価指数 評価点

15 Ⅰ 1.0 15 Ⅰ 1.0 15

評
価

配点
第１次評価（指定管理者評価） 第２次評価（施設所管課評価）

評価ランク 評価指数 評価点

水道使用量 1,300㎥ 119㎥

管
理
状
況
評
価
指
標

指標名 計画値 実績値

火葬炉灯油使用量 48ℓ／件 42.24ℓ／件

電気使用量 222,000kwh 144,082kwh

（３）施設経費の削減の取組み

評
価
要
素

指定管理料、利用料金等の収支手続について、適切で透明性の高い管理をしているか

サービスの質を確保した経費削減の取組みを行っているか

清掃、警備、保守点検など、業務の一部委託等をする場合、複数業者からの見積合わせな
ど、経費削減等に考慮して適切に行っているか

施設、備品等の管理について、適切に維持管理し、省エネ、省資源、環境配慮物品の購入
など環境への配慮を適切に行っているか
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別紙　１

①

②

③

④

⑤

指
定
管
理
者
コ
メ
ン
ト

・最適な人員配置と業務分担で、安定的に業務を遂行し常に利用者が安心・安全に利用できる
運営を行いました。開場日は常にＯＪＴ教育訓練を行い、接遇研修、火葬炉保守管理研修など
を実施し、職員の業務のレベルアップに努めました。

施
設
所
管
課
コ
メ
ン
ト

・研修会や育成指導等を行い、職員の業務レベル向上に努めていることが伺える。
・火葬集中時に適切に人員配置を行い、適正な管理運営体制が確保されていることから本評価
とした。

評価ランク 評価指数 評価点

20 Ⅲ 0.6 12 Ⅲ 0.6 12

経営収支比率 100% 100%

評
価

配点
第１次評価（指定管理者評価） 第２次評価（施設所管課評価）

評価ランク 評価指数 評価点

4回

研修会参加者数 4人 延べ16人

勤務時間数（1人当り） 40時間/週 40時間/週

各種税金や社会保険料等は適切に納められているか

管
理
状
況
評
価
指
標

指標名 計画値 実績値

人員配置数（火葬集中時） 8～10人 8～10人

研修会開催数 1回

（４）施設の管理を安定して行うための取組み

評
価
要
素

施設の適正管理に必要な職員の配置及び管理運営体制が確保されているか

職員の望ましい勤務形態及び育成指導、研修等が十分に確保されているか

職員の福利厚生は充実しているか

団体の財政状況等は健全であるか　＜別紙参照＞
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別紙　１

①

②

③

④

指
定
管
理
者
コ
メ
ン
ト

稼働を止めることができない施設の特性に鑑み、チェックシートを用いた予防保全を基本とす
る日常点検を行い、常に安定した運営を提供できるように保守管理を行いました。
定期点検は、維持管理企業の技術者が建築物・建築設備定期点検を実施し、法定点検が必要な
項目については法令に則り点検を実施しました。
コンプライアンス意識をもった運営と「墓埋法」「個人情報保護法」をはじめとした関係諸法
令に基づく運営を行いました。

施
設
所
管
課
コ
メ
ン
ト

・日常点検及び定期点検を実施し、安定した運営ができるように保守管理を行っていたことが
伺える。
・緊急時の危機管理に備えた訓練を実施していることや、無事故で操業できていることから本
評価とした。

評価ランク 評価指数 評価点

20 Ⅱ 0.8 16 Ⅱ 0.8 16

労働安全衛生講習 1回/年 1回/年

評
価

配点
第１次評価（指定管理者評価） 第２次評価（施設所管課評価）

評価ランク 評価指数 評価点

訓練参加者数 8～10人/回 9人/回

個人情報保護法講習 1回/年 1回/年

管
理
状
況
評
価
指
標

指標名 計画値 実績値

事故発生件数 0件 0件

訓練実施回数 1回 1回

（５）施設の安全対策、危機管理体制の取組み

評
価
要
素

日常の安全点検及び法定点検等の安全対策を行っているか

緊急時の危機管理体制等が確立されているか

避難訓練や防災訓練を適切に行っているか

具体的な個人情報保護対策を行っているか
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別紙　１

　第３次評価（選定委員会評価）

選
定
委
員
会
コ
メ
ン
ト

評価点合計 100 75 75

総合評価 B（良） B（良）

（４）施設の管理を安定して
　　　　行うための取組み 20 12 12

（５）施設の安全対策、
　　　　危機管理体制の取組み 20 16 16

（２）施設の効用を最大限に
　　　　発揮する取組み 20 12 12

（３）施設経費の削減の取組み 15 15 15

（施設所管課評価） （選定委員会評価）

（１）平等利用の確保と
　　　　サービス向上の取組み 25 20 20

評価結果 配点
第１次評価点 第２次評価点 第３次評価点

（指定管理者評価）
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別紙　１

（４）施設の管理を安定して行うための取組み ≪ 別 紙 ≫

⓸　団体の財政状況等は健全であるか

直近３ヵ年の情報を記入してください。

　※　経常収支比率について　　

令和３年度から令和５年度９月までは施設整備期間であり、売上が無いため、事業会社の
決算は赤字となります。会社は施設引渡し後の令和５年10月31日に金融機関より融資を受
け、事業期間を通して返済します。
指定管理は施設引渡し後の令和5年10月1日から開始となり、会社の維持管理・運営期間に
当たります。令和5年度は施設整備期間と重なり経常収益比率も100%となりますが、次年度
以降は回復が見込まれます。

経常収支比率 0.0% 0.5% 100.7%

○経常収益（営業収益＋営業外収益）÷経常費用（営業費用＋営業外費用）×100で求めます。

指定管理者コメント

経常費用 10,922,701 1,894,841 3,095,696,577

経常収益 0 9,500 3,118,069,575

経常収支比率 0.0% 0.5% 100.7%

　本指標は、会社の資金繰りの実態を示す指標です。
　この数値が100％未満であると銀行借入などをしなければ営業活動ができなく
なるといわれているものであり、経常損失が生じていることを意味します。

決算年次 令和4年3月期 令和5年3月期 令和6年3月期

経常利益 -10,922,701 -1,885,341 22,264,458

当期利益 -11,132,201 -2,094,841 19,931,058

資産総額 165,145,691 175,824,050 680,776,001

売上高 0 0 3,111,729,465

決算年次 令和4年3月期 令和5年3月期 令和6年3月期
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